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HPは
こちら
から!

オススメ
農機紹介！

農機具センターから

今回紹介するの
は、ヤンマーの

ＹＫ―ＳＫシリー
ズ！

YK650SK-D

YK300SK

今回は、畑の管理に最適な管理機を紹介します。この機種は、用途に合わせてアタッチメン

トを取り替えることで、畦立や中耕、溝掘り、揚土などあらゆる作業を簡単に行うことが出来

ます。家庭菜園からプロの野菜づくりにも対応する、「本格」うね立てマルチ作業機械です。

農作業に合わせた爪やアタッチメントが各種ございますので、ご購入の際は最寄のＪＡ農機

具センターへご相談下さい。東部ブロック農機

桑 鶴　一 豊

私が紹介します!!

指宿市山川小川５７７ 受付時間 8:30～17:00
農機具センター ☎0993-23-1016

JAいぶすきJAいぶすき

オ
ク
ラ
ス
タ
ー
を

よ
ろ
し
く
!

地域農家との交流でノウハウを蓄積



VOICE

プロフィール

6年前に就農。3年前に両

親の跡を継ぎ、サツマイ

モ10ヘクタールを栽培。

妻と息子（2歳）の3人暮

らし。

サツマイモの苗を切り取り、畑に

植え付ける準備をしていました

技能実習生のザンさん（右から2人目）も農作業に従事

し、皆で和気あいあいと作業を行っていました
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皆さんは「SDGs」という言葉を聞いたことがありますか？SDGｓとは「、Sustainable（持続可能な）Development

（開発）Goals（目標）」の略称で、2015年に国連で採択されました。2030年までに地域環境や経済活動、人々の

暮らしなど持続可能な社会を創り、より良い未来を迎えるために取り組む17の目標です。私たちＪＡの「協同組合」の

活動と密接に関連しており、その取り組みを紹介します。

~持続可能な地域農業と地域社会の実現へ向けて～

JAいぶすきの取り組み事例（一部）

地域農業の振興
・農業者の所得増大　

・農業生産の拡大

・新規就農支援　　

・GAPの取得

・資材コスト削減　

・農業資金の融資　等

環境にやさしい農業
・生産履歴の記帳　

・廃ビニールの回収

・残留農薬検査　　

・環境保全型農業の推進

・IPM技術の普及　等

特集：SDGs と JA
エスディージーズ

持続可能な社会の

実現をめざして

〈食料・農業事業分野〉

１．持続可能な食料の生産と農業の振興に取り組みます

２．持続可能なフードシステムの構築に取り組みます

３．農業生産における環境負荷の軽減に取り組みます

４．農業のもつ多面的機能を発揮していきます

５．安心して暮らせる持続可能な豊かな

地域社会づくりに貢献していきます

〈くらし事業分野・地域〉

食と農業の理解促進
・食農教育

  （あぐりスクール・出前授業）

・女性部活動　

・青年部活動

暮らしやすい地域社会づくり
・移動購買店舗　　

・交通安全運動

・イベント参画　　

・健康づくり運動

・年金友の会活動　

・清掃活動　等

JAグループSDGs取組宣言

「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」

に賛同し、その達成に向けて、

事業・活動に取り組みます。

わたしたち JA グループは、

JAグループは「食と農を基軸とした地域に根ざした協同組合」として、組合員の皆さんの声に応えながら、不断の自己改革への取
り組みを通じて、持続可能な地域農業・地域社会づくりに取り組んできました。今後はさらに、わたしたちの事業や活動が与える多
面的な影響にも配慮しながら、地球的視野に立ち、地域社会を構成する一員として、組織・事業・経営の革新を図り、社会的役
割を誠実に果たします。JAグループは各々の置かれた環境を踏まえて、SDGsの達成に向けて取り組んでいきます。

JAグループ
耕そう、

大地と地域のみらい。

SDGs
の

達成に
向けて

取り組
んでい

るよ

Ｑ
１
．
農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
を

　
　
　

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
１
．
親
か
ら
農
業
を
勧
め
ら
れ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
す
。
高
校
卒
業
後
、
熊

本
の
自
衛
隊
で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
農

業
を
営
む
両
親
か
ら
「
農
家
を
継
い
で
欲

し
い
」
と
説
得
さ
れ
ま
し
た
。
祖
父
母
や

両
親
の
姿
を
見
て
「
農
業
は
大
変
だ
」
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
両
親
の
熱
意
に
打

た
れ
地
元
に
帰
り
、
就
農
し
ま
し
た
。

Ｑ
２
．
営
農
技
術
は
ど
の
よ
う
に

　
　
　

し
て
習
得
さ
れ
て
い
ま
す
か

Ａ
２
．
跡
を
継
ぐ
前
は
栽
培
技
術
か
ら

経
営
知
識
ま
で
、
様
々
な
事
を
両
親
か
ら

教
わ
り
ま
し
た
。
今
は
地
域
農
家
の
皆
さ

ん
と
交
流
し
て
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
、
よ
り

良
い
栽
培
方
法
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。
農
家
に
な
っ
た
同
級
生
も
多
く
、

お
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り

な
が
ら
技
術
向
上
に
励
み
合
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
３
．
農
家
に
な
っ
て
良
か
っ
た
と　

　
　
　

感
じ
る
事
は
あ
り
ま
す
か

Ａ
３
．
試
行
錯
誤
し
た
結
果
が
品
質
や

収
入
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
成
功
を
実
感

す
る
瞬
間
が
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
言
わ

れ
た
事
を
す
る
だ
け
の
農
作
業
は
あ
ま
り

好
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
経
営

者
の
立
場
に
立
っ
て
か
ら
は
品
質
向
上
と

経
営
安
定
の
方
法
を
考
え
る
よ
う
に
な

り
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｑ
４
．
今
後
は
ど
の
よ
う
な

　
　
　

取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い

　
　
　

で
す
か

Ａ
４
．
安
定
し
た
収
入
を
得
ら
れ
る
経

営
基
盤
の
確
立
と
、
働
き
や
す
い
職
場
づ

く
り
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
サ
ツ
マ
イ

モ
の
栽
培
に
特
化
す
る
事
で
機
械
導
入
の

負
担
軽
減
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
簡
素
化
を

図
り
、
品
質
と
収
入
の
向
上
に
取
り
組
み

な
が
ら
皆
が
充
実
し
て
働
け
る
職
場
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
将
来
的
に

は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
サ
ツ
マ
イ

モ
を
販
売
す
る
な
ど
、
他
の
農
家
さ
ん
が

真
似
出
来
な
い
取
り
組
み
を
し
て
み
た
い

で
す
。

Ｑ
５
．
ご
家
族
に
伝
え
た
い
こ
と
は　
　

　
　
　

あ
り
ま
す
か

Ａ
５
．
畑
を
作
り
農
業
を
始
め
て
く
れ
た

祖
父
母
と
、
機
械
や
資
材
を
導
入
し
生
産
拡

大
に
努
め
て
く
れ
た
両
親
、
忙
し
い
自
分
を

支
え
家
庭
を
見
守
っ
て
く
れ
る
妻
に
は
、
本

当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
息
子
は
ま
だ
物
心

も
つ
い
て
い
ま
せ
ん
が
、「
気
が
向
い
た
時
は

農
業
を
継
い
で
ほ
し
い
け
ど
、
ま
ず
は
や
り

た
い
仕
事
に
就
い
て
一
生
懸
命
前
向
き
に
頑

張
っ
て
」
と
伝
え
て
あ
げ
た
い
で
す
。
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Ａ
管
内
の
南
九
州
市
頴
娃
町
で
、

3
月
31
日
か
ら
2
0
2
1
年
度
産
一

番
茶
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。
4
月
3
日

に
は
有
限
会
社
小
磯
製
茶
の
小
磯
雅
一
代
表

（
47
）
も
、
摘
採
機
で
一
番
茶
約
15
ト
ン
を

収
穫
し
て
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
み
ま
し
た
。

小
磯
代
表
は
「
今
年
度
産
は
霜
の
被
害
が
無

く
、
葉
の
色
も
鮮
や
か
だ
。
巣
ご
も
り
需
要

で
リ
ー
フ
茶
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
の
で
、

色
、
味
、
香
が
揃
っ
た
高
品
質
な
茶
作
り
に

努
め
た
い
。
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
茶
業
振
興
会
頴
娃
支
部
で
は
一
番
茶
の
収

穫
に
合
わ
せ
、
3
月
26
日
に
大
野
岳
神
社
で

新
茶
奉
納
式
を
開
き
ま
し
た
。
生
産
農
家
、

行
政
、
Ｊ
Ａ
関
係
者
な
ど
約
60
人
が
参
加

し
、
2
0
2
1
年
度
産
知
覧
茶
の
豊
作
と

農
家
の
作
業
安
全
を
祈
っ
た
後
、
神
社

へ
新
茶
を
奉
納
し
ま
し
た
。

　
新
茶
は
同
振
興
会
頴
娃
支
部
青
年

部
が
25
日
に
製
造
し
た
も
の
で
、
一
番

茶
の
生
葉
1
キ
ロ
を
手
摘
み
で
丁
寧
に
収

穫
し
、
加
工
場
で
蒸
し
か
ら
乾
燥
ま
で

約
4
時
間
、
機
械
を
使
わ
ず
手
も
み
で
仕
上

げ
ま
し
た
。 

　
同
振
興
会
の
高
吉
豊
頴
娃
支
部
長
は
「
今

年
は
例
年
よ
り
生
育
が
早
く
、
品
質
も
良
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
状
況
は
変
わ
ら
な
い
が
、

業
界
一
丸
と
な
っ
て
乗
り
越
え
た
い
。
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
21
年
度
、
同
町
で
の
荒
茶
共
販

数
量
を
5
、
5
0
0
ト
ン
、
共
販
額
を
47
億

円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

J

一番茶の季節到来！
収穫前には大野岳神社で奉納祈願

JA MAGAZINE NANOHANA

4

青
年
部
員 

下
野
卓
さ
ん
の
息
子 

下
野
瑛
人
く
ん

ＪＡ女性部

　
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
４
月
２
日
、
指
宿
市

の
開
聞
総
合
体
育
館
で
第
28
回
女
性
部

総
会
を
開
き
ま
し
た
。
女
性
部
員
や
Ｊ

Ａ
役
職
員
な
ど
約
80
人
が
出
席
。
総
会

で
は
、
２
０
２
０
年
度
女
性
部
活
動
報

告
お
よ
び
収
支
決
算
書
な
ど
、
３
つ
の
議

案
全
て
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
永
吉
ゆ
り
か
女
性
部
長
は
「
マ
ス
ク
づ

く
り
や
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
な
ど
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
出
来
る
活
動
を
展
開
し
て

き
た
。
女
性
部
活
動
が
盛
り
上
が
る
よ

う
、
様
々
な
行
事
を
計
画
し
て
い
き
た

い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　
総
会
後
に
は
家
の
光
講
師
の
長
友
ゆ

り
か
氏
を
招
き
、
リ
ー
ダ
ー
学
習
会
を

開
催
。
出
席
者
は
生
活
習
慣
の
改
善
を

通
し
て
、
よ
り
健
康
で
活
発
と
し
た
暮
ら

し
を
送
る
た
め
の
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
が
２
０
２
１
年
度
の
総
会
を
開
く

出席者に挨拶する永吉部長 食生活の改善方法を説明する長友ゆりか氏当日はオクラスターのグッズを出席者に紹介しました

フレッシュミズは４０代までの子育て世代を中心とした女性部活動で、季節の行事に合わせた料理をメインに

活動を行っていきます。女性部員による託児があるのでお子様連れでもＯＫ！ぜひご参加ください！

カリキュラム日時 内容 場所 参加費

甘酒、塩こうじ、酒かすを使った料理
教室です。甘酒や塩こうじの作り方も
学べます。

発酵の良さについて学ぶ
料理教室

なのはな館
調理室

なのはな館
調理室

中部支所２階
会議室

ハンギングガーデニング
＆虫よけスプレー作り

調味料を作ってみよう

お庭がなくても楽しめるお花の寄せ植
えと手作りで無添加の虫よけスプレー
やハーブを使った軟膏を作ります。

ケチャップやマヨネーズなどの調味料を
無添加で簡単に作ります。調味料を活
用して調理も行います。

６月16日(水)10:00～

7月23日(金)13:30～

8月19日(木)10:00～

500円

2,000円

1,000円

ＪＡいぶすき女性部 フレッシュミズ
キャノーラワークショップ

詳細は事務局へお問い合わせください。

本所・総合サポート室 TEL:（0993）26-3325

参加
しませんか？

一番茶の品質を確認する小磯代表一番茶の品質を確認する小磯代表一番茶の品質を確認する小磯代表

豊作を祈願する高吉頴娃支部長豊作を祈願する高吉頴娃支部長豊作を祈願する高吉頴娃支部長

一番茶を摘採する様子一番茶一番茶を摘採を摘採する様する様子一番茶を摘採する様子

青年部員が丁寧に茶を手もみしました青年部員が丁寧に茶を手もみしました青年部員が丁寧に茶を手もみしました



Ａ
管
内
の
南
九
州
市
頴
娃
町
で
、

3
月
31
日
か
ら
2
0
2
1
年
度
産
一

番
茶
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。
4
月
3
日

に
は
有
限
会
社
小
磯
製
茶
の
小
磯
雅
一
代
表

（
47
）
も
、
摘
採
機
で
一
番
茶
約
15
ト
ン
を

収
穫
し
て
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
み
ま
し
た
。

小
磯
代
表
は
「
今
年
度
産
は
霜
の
被
害
が
無

く
、
葉
の
色
も
鮮
や
か
だ
。
巣
ご
も
り
需
要

で
リ
ー
フ
茶
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
の
で
、

色
、
味
、
香
が
揃
っ
た
高
品
質
な
茶
作
り
に

努
め
た
い
。
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
茶
業
振
興
会
頴
娃
支
部
で
は
一
番
茶
の
収

穫
に
合
わ
せ
、
3
月
26
日
に
大
野
岳
神
社
で

新
茶
奉
納
式
を
開
き
ま
し
た
。
生
産
農
家
、

行
政
、
Ｊ
Ａ
関
係
者
な
ど
約
60
人
が
参
加

し
、
2
0
2
1
年
度
産
知
覧
茶
の
豊
作
と

農
家
の
作
業
安
全
を
祈
っ
た
後
、
神
社

へ
新
茶
を
奉
納
し
ま
し
た
。

　
新
茶
は
同
振
興
会
頴
娃
支
部
青
年

部
が
25
日
に
製
造
し
た
も
の
で
、
一
番

茶
の
生
葉
1
キ
ロ
を
手
摘
み
で
丁
寧
に
収

穫
し
、
加
工
場
で
蒸
し
か
ら
乾
燥
ま
で

約
4
時
間
、
機
械
を
使
わ
ず
手
も
み
で
仕
上

げ
ま
し
た
。 

　
同
振
興
会
の
高
吉
豊
頴
娃
支
部
長
は
「
今

年
は
例
年
よ
り
生
育
が
早
く
、
品
質
も
良
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
状
況
は
変
わ
ら
な
い
が
、

業
界
一
丸
と
な
っ
て
乗
り
越
え
た
い
。
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
21
年
度
、
同
町
で
の
荒
茶
共
販

数
量
を
5
、
5
0
0
ト
ン
、
共
販
額
を
47
億

円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

J

一番茶の季節到来！
収穫前には大野岳神社で奉納祈願

JA MAGAZINE NANOHANA

5

青
年
部
員 

下
野
卓
さ
ん
の
息
子 

下
野
瑛
人
く
ん

ＪＡ女性部
JA WOMEN'S CLUB

　
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
４
月
２
日
、
指
宿
市

の
開
聞
総
合
体
育
館
で
第
28
回
女
性
部

総
会
を
開
き
ま
し
た
。
女
性
部
員
や
Ｊ

Ａ
役
職
員
な
ど
約
80
人
が
出
席
。
総
会

で
は
、
２
０
２
０
年
度
女
性
部
活
動
報

告
お
よ
び
収
支
決
算
書
な
ど
、
３
つ
の
議

案
全
て
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
永
吉
ゆ
り
か
女
性
部
長
は
「
マ
ス
ク
づ

く
り
や
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
な
ど
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
出
来
る
活
動
を
展
開
し
て

き
た
。
女
性
部
活
動
が
盛
り
上
が
る
よ

う
、
様
々
な
行
事
を
計
画
し
て
い
き
た

い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　
総
会
後
に
は
家
の
光
講
師
の
長
友
ゆ

り
か
氏
を
招
き
、
リ
ー
ダ
ー
学
習
会
を

開
催
。
出
席
者
は
生
活
習
慣
の
改
善
を

通
し
て
、
よ
り
健
康
で
活
発
と
し
た
暮
ら

し
を
送
る
た
め
の
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
が
２
０
２
１
年
度
の
総
会
を
開
く

出席者に挨拶する永吉部長 食生活の改善方法を説明する長友ゆりか氏当日はオクラスターのグッズを出席者に紹介しました

フレッシュミズは４０代までの子育て世代を中心とした女性部活動で、季節の行事に合わせた料理をメインに

活動を行っていきます。女性部員による託児があるのでお子様連れでもＯＫ！ぜひご参加ください！

カリキュラム日時 内容 場所 参加費

甘酒、塩こうじ、酒かすを使った料理
教室です。甘酒や塩こうじの作り方も
学べます。

発酵の良さについて学ぶ
料理教室

なのはな館
調理室

なのはな館
調理室

中部支所２階
会議室

ハンギングガーデニング
＆虫よけスプレー作り

調味料を作ってみよう

お庭がなくても楽しめるお花の寄せ植
えと手作りで無添加の虫よけスプレー
やハーブを使った軟膏を作ります。

ケチャップやマヨネーズなどの調味料を
無添加で簡単に作ります。調味料を活
用して調理も行います。

６月16日(水)10:00～

7月23日(金)13:30～

8月19日(木)10:00～

500円

2,000円

1,000円

ＪＡいぶすき女性部 フレッシュミズ
キャノーラワークショップ

詳細は事務局へお問い合わせください。

本所・総合サポート室 TEL:（0993）26-3325

参加
しませんか？

一番茶の品質を確認する小磯代表一番茶の品質を確認する小磯代表一番茶の品質を確認する小磯代表

豊作を祈願する高吉頴娃支部長豊作を祈願する高吉頴娃支部長豊作を祈願する高吉頴娃支部長

一番茶を摘採する様子一番茶一番茶を摘採を摘採する様する様子一番茶を摘採する様子

青年部員が丁寧に茶を手もみしました青年部員が丁寧に茶を手もみしました青年部員が丁寧に茶を手もみしました



IBSUKI NEWS

Ａ
は
3
月
26
日
、
南
九
州
市
頴
娃
町

で
ズ
ッ
キ
ー
ニ
の
出
荷
説
明
会
と
現
地

検
討
会
を
開
き
ま
し
た
。
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
職
員
、

出
荷
先
の
鹿
児
島
く
み
あ
い
食
品
が
参
加
。

2
0
2
1
年
度
産
の
出
荷
計
画
や
出
荷
基
準
な

ど
を
確
認
後
、
生
産
者
の
畑
を
視
察
し
、
収
穫

に
向
け
た
管
理
方
法
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
生
産
者
の
祝
迫
辰
郎
さ
ん
（
55
）
は
「
同
町

の
ズ
ッ
キ
ー
ニ
生
産
者
は
年
々
増
え
、
収
量
も
増

加
し
て
い
る
。
生
産
者
間
で
声
を
掛
け
合
い
、
品

質
と
知
名
度
向
上
に
努
め
た
い
。」
と
意
欲
を
語

り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
生
産
者
7
人
が
面
積
32
ア
ー
ル
で
、

12
ト
ン
の
収
穫
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
出
荷
は
4

月
上
旬
か
ら
始
ま
る
予
定
で
す
。

J

Ａ
は
4
月
1
日
か
ら
8
日
ま
で
、
管
内

農
家
か
ら
注
文
を
受
け
た
早
期
水
稲
苗

を
受
け
渡
し
ま
し
た
。
鹿
児
島
市
の
喜
入
地
区

で
は
３
日
、
生
産
者
1
1
8
人
が
引
き
取
り
に

訪
れ
、Ｊ
Ａ
育
苗
セ
ン
タ
ー
で
育
成
し
た
育
苗
マ
ッ

ト
4
、
5
6
9
枚
分
の
苗
を
、
農
家
の
ト
ラ
ッ
ク

へ
次
々
と
積
み
込
み
ま
し
た
。

　
受
け
渡
し
た
水
稲
苗
は
１
日
か
ら
順
次
植
え

ら
れ
、
7
月
下
旬
か
ら
収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。

普
通
期
作
の
受
け
渡
し
は
6
月
か
ら
始
ま
る
予

定
で
す
。

J

Ａ
は
４
月
３
日
か
ら
7
日
ま
で
、
２
０

２
１
年
度
産
早
期
米
の
田
植
え
応
援
を

行
い
ま
し
た
。
同
日
に
は
喜
入
地
区
の
生
産
者
西

時
盛
さ
ん
（
82
歳
）
の
水
田
約
８
ア
ー
ル
で
、Ｊ

Ａ
機
械
銀
行
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
田
植
え
機
を
使

い
水
稲
苗
を
植
え
ま
し
た
。
西
さ
ん
は
「
植
え
付

け
か
ら
刈
り
取
り
、
乾
燥
ま
で
毎
年
お
願
い
し
て

い
る
。
高
齢
で
難
し
く
な
っ
た
農
作
業
を
応
援
い

た
だ
け
る
の
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
。」
と
喜
び

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
田
植
え
応
援
は
、
早
期
米
と
普
通
期

米
の
植
え
付
け
時
期
に
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
東

部
経
済
課
の
前
田
満
穂
課
次
長
は
「
生
産
者
の

負
担
軽
減
を
目
的
に
応
援
を
続
け
て
い
る
。
多
く

の
生
産
者
の
助
け
と
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
。
」
と
話
し
ま
し
た
。

J

生
産
者
同
士
で
ズ
ッ
キ
ー
ニ
の

栽
培
方
法
を
確
認

生
産
者
に
２
０
２
１
年
度

産
早
期
水
稲
苗
を
配
布

Ｊ
Ａ
が
生
産
者
の

田
植
え
を
支
援

児
島
県
は
３
月
30
日
、
県
庁
内
で
、

長
年
に
わ
た
り
県
農
業
の
発
展
に
尽
力

し
た
農
業
功
労
者
５
人
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し

た
。
表
彰
式
に
は
西
村
仁
前
組
合
長
が
出
席
。

出
向
く
体
制
強
化
や
ふ
れ
あ
い
活
動
の
推
進
を
通

し
、
「
頼
ら
れ
る
Ｊ
Ａ
づ
く
り
」
や
地
域
農
業
の

発
展
に
尽
力
し
た
功
績
を
た
た
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
西
村
前
組
合
長
は
「
大
変
光
栄
に
思
う
。
今

後
も
地
元
の
営
農
振
興
に
取
り
組
み
、
地
域
に

少
し
で
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
。」
と
喜
び
を
語

り
ま
し
た
。

鹿

Ａ
鹿
児
島
県
連
は
４
月
５
日
、
指
宿
市

内
で
新
採
用
職
員
研
修
を
開
き
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
度
に
入
会
し
た
職
員
52
人
が
参
加
し
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
事
業
内
容
を
学
び
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
が
事
業
実
績
や
活
動
内
容
を
説

明
後
、Ｊ
Ａ
の
生
産
資
材
店
舗
「
あ
っ
ど
！
い
ぶ
す

き
み
の
り
館
」
の
店
舗
内
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
新
入
職
員
向
け
の
研
修
は
県
内
Ｊ
Ａ
と
協
力

し
、
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
組
合
員
と
Ｊ
Ａ
、
県

連
の
関
わ
り
や
、
生
産
者
が
出
荷
し
た
農
畜
産
物

が
流
通
す
る
ま
で
の
過
程
を
学
び
、
県
連
職
員
と

し
て
必
要
な
知
識
を
得
る
事
が
狙
い
で
す
。

　
福
吉
組
合
長
は
「
Ｊ
Ａ
は
組
合
員
・
地
域
住
民

に
支
え
ら
れ
て
い
る
組
織
。
協
同
の
理
念
を
通
し

て
何
を
奉
仕
で
き
る
か
常
に
考
え
、
業
務
に
臨
ん

で
ほ
し
い
。」
と
新
採
用
職
員
を
激
励
し
ま
し
た
。

J

Ａ
は
3
月
15
日
、Ｊ
Ａ
食
肉
か
ご
し
ま

南
薩
工
場
で
、
2
0
2
1
年
度
第
１
回

Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
肉
牛
枝
肉
共
進
会
を
開
き
ま
し

た
。
管
内
か
ら
47
頭
が
出
品
。
1
席
と
マ
ー
ケ
ッ

ト
ニ
ー
ズ
賞
を
東
川
勝
広
さ
ん
、
2
席
を
有
限
会

社
西
元
フ
ァ
ー
ム
、
3
席
を
野
元
誠
さ
ん
が
受
賞

し
ま
し
た
。

　
出
荷
成
績
は
平
均
で
枝
肉
重
量
5
2
8
・
7

キ
ロ
、
ロ
ー
ス
芯
面
積
69
・
５
平
方
セ
ン
チ
、
バ
ラ

の
厚
さ
８
・
２
セ
ン
チ
、
皮
下
脂
肪
2
・
9
セ
ン
チ
、

脂
肪
交
雑
8
・
3
で
、
5
等
級
の
出
現
率
は
63
・

8
％
、
4
等
級
以
上
率
は
91
・
5
％
と
高
品
質

な
枝
肉
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
枝
肉
単
価
の
相
場
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
か
ら
回
復
し
、
前
年
同
期
枝
共
比
で

4
0
1
円
値
上
げ
の
２
、５
３
３
円
と
な
り
ま
し
た
。

J

鹿
児
島
県
が

農
業
功
労
者
を
表
彰

鹿
児
島
県
連
職
員
が

Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
で
研
修

今
年
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め
の

肉
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共
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IBSUKI NEWS

Ａ
は
3
月
26
日
、
南
九
州
市
頴
娃
町

で
ズ
ッ
キ
ー
ニ
の
出
荷
説
明
会
と
現
地

検
討
会
を
開
き
ま
し
た
。
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
職
員
、

出
荷
先
の
鹿
児
島
く
み
あ
い
食
品
が
参
加
。

2
0
2
1
年
度
産
の
出
荷
計
画
や
出
荷
基
準
な

ど
を
確
認
後
、
生
産
者
の
畑
を
視
察
し
、
収
穫

に
向
け
た
管
理
方
法
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
生
産
者
の
祝
迫
辰
郎
さ
ん
（
55
）
は
「
同
町

の
ズ
ッ
キ
ー
ニ
生
産
者
は
年
々
増
え
、
収
量
も
増

加
し
て
い
る
。
生
産
者
間
で
声
を
掛
け
合
い
、
品

質
と
知
名
度
向
上
に
努
め
た
い
。」
と
意
欲
を
語

り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
生
産
者
7
人
が
面
積
32
ア
ー
ル
で
、

12
ト
ン
の
収
穫
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
出
荷
は
4

月
上
旬
か
ら
始
ま
る
予
定
で
す
。

J

Ａ
は
4
月
1
日
か
ら
8
日
ま
で
、
管
内

農
家
か
ら
注
文
を
受
け
た
早
期
水
稲
苗

を
受
け
渡
し
ま
し
た
。
鹿
児
島
市
の
喜
入
地
区

で
は
３
日
、
生
産
者
1
1
8
人
が
引
き
取
り
に

訪
れ
、Ｊ
Ａ
育
苗
セ
ン
タ
ー
で
育
成
し
た
育
苗
マ
ッ

ト
4
、
5
6
9
枚
分
の
苗
を
、
農
家
の
ト
ラ
ッ
ク

へ
次
々
と
積
み
込
み
ま
し
た
。

　
受
け
渡
し
た
水
稲
苗
は
１
日
か
ら
順
次
植
え

ら
れ
、
7
月
下
旬
か
ら
収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。

普
通
期
作
の
受
け
渡
し
は
6
月
か
ら
始
ま
る
予

定
で
す
。

J

Ａ
は
４
月
３
日
か
ら
7
日
ま
で
、
２
０

２
１
年
度
産
早
期
米
の
田
植
え
応
援
を

行
い
ま
し
た
。
同
日
に
は
喜
入
地
区
の
生
産
者
西

時
盛
さ
ん
（
82
歳
）
の
水
田
約
８
ア
ー
ル
で
、Ｊ

Ａ
機
械
銀
行
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
田
植
え
機
を
使

い
水
稲
苗
を
植
え
ま
し
た
。
西
さ
ん
は
「
植
え
付

け
か
ら
刈
り
取
り
、
乾
燥
ま
で
毎
年
お
願
い
し
て

い
る
。
高
齢
で
難
し
く
な
っ
た
農
作
業
を
応
援
い

た
だ
け
る
の
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
。」
と
喜
び

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
田
植
え
応
援
は
、
早
期
米
と
普
通
期

米
の
植
え
付
け
時
期
に
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
東

部
経
済
課
の
前
田
満
穂
課
次
長
は
「
生
産
者
の

負
担
軽
減
を
目
的
に
応
援
を
続
け
て
い
る
。
多
く

の
生
産
者
の
助
け
と
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
。
」
と
話
し
ま
し
た
。

J

生
産
者
同
士
で
ズ
ッ
キ
ー
ニ
の

栽
培
方
法
を
確
認

生
産
者
に
２
０
２
１
年
度

産
早
期
水
稲
苗
を
配
布

Ｊ
Ａ
が
生
産
者
の

田
植
え
を
支
援

児
島
県
は
３
月
30
日
、
県
庁
内
で
、

長
年
に
わ
た
り
県
農
業
の
発
展
に
尽
力

し
た
農
業
功
労
者
５
人
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し

た
。
表
彰
式
に
は
西
村
仁
前
組
合
長
が
出
席
。

出
向
く
体
制
強
化
や
ふ
れ
あ
い
活
動
の
推
進
を
通

し
、
「
頼
ら
れ
る
Ｊ
Ａ
づ
く
り
」
や
地
域
農
業
の

発
展
に
尽
力
し
た
功
績
を
た
た
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
西
村
前
組
合
長
は
「
大
変
光
栄
に
思
う
。
今

後
も
地
元
の
営
農
振
興
に
取
り
組
み
、
地
域
に

少
し
で
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
。」
と
喜
び
を
語

り
ま
し
た
。

鹿

Ａ
鹿
児
島
県
連
は
４
月
５
日
、
指
宿
市

内
で
新
採
用
職
員
研
修
を
開
き
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
度
に
入
会
し
た
職
員
52
人
が
参
加
し
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
事
業
内
容
を
学
び
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
が
事
業
実
績
や
活
動
内
容
を
説

明
後
、Ｊ
Ａ
の
生
産
資
材
店
舗
「
あ
っ
ど
！
い
ぶ
す

き
み
の
り
館
」
の
店
舗
内
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
新
入
職
員
向
け
の
研
修
は
県
内
Ｊ
Ａ
と
協
力

し
、
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
組
合
員
と
Ｊ
Ａ
、
県

連
の
関
わ
り
や
、
生
産
者
が
出
荷
し
た
農
畜
産
物

が
流
通
す
る
ま
で
の
過
程
を
学
び
、
県
連
職
員
と

し
て
必
要
な
知
識
を
得
る
事
が
狙
い
で
す
。

　
福
吉
組
合
長
は
「
Ｊ
Ａ
は
組
合
員
・
地
域
住
民

に
支
え
ら
れ
て
い
る
組
織
。
協
同
の
理
念
を
通
し

て
何
を
奉
仕
で
き
る
か
常
に
考
え
、
業
務
に
臨
ん

で
ほ
し
い
。」
と
新
採
用
職
員
を
激
励
し
ま
し
た
。

J

Ａ
は
3
月
15
日
、Ｊ
Ａ
食
肉
か
ご
し
ま

南
薩
工
場
で
、
2
0
2
1
年
度
第
１
回

Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
肉
牛
枝
肉
共
進
会
を
開
き
ま
し

た
。
管
内
か
ら
47
頭
が
出
品
。
1
席
と
マ
ー
ケ
ッ

ト
ニ
ー
ズ
賞
を
東
川
勝
広
さ
ん
、
2
席
を
有
限
会

社
西
元
フ
ァ
ー
ム
、
3
席
を
野
元
誠
さ
ん
が
受
賞

し
ま
し
た
。

　
出
荷
成
績
は
平
均
で
枝
肉
重
量
5
2
8
・
7

キ
ロ
、
ロ
ー
ス
芯
面
積
69
・
５
平
方
セ
ン
チ
、
バ
ラ

の
厚
さ
８
・
２
セ
ン
チ
、
皮
下
脂
肪
2
・
9
セ
ン
チ
、

脂
肪
交
雑
8
・
3
で
、
5
等
級
の
出
現
率
は
63
・

8
％
、
4
等
級
以
上
率
は
91
・
5
％
と
高
品
質

な
枝
肉
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
枝
肉
単
価
の
相
場
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
か
ら
回
復
し
、
前
年
同
期
枝
共
比
で

4
0
1
円
値
上
げ
の
２
、５
３
３
円
と
な
り
ま
し
た
。

J

鹿
児
島
県
が

農
業
功
労
者
を
表
彰

鹿
児
島
県
連
職
員
が

Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
で
研
修

今
年
初
め
の

肉
牛
枝
肉
共
進
会
を
開
催
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「
失
敗
恐
れ
ず
前
向
き
に
」・

Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
で
入
組
式

　
Ｊ
Ａ
は
４
月
１
日
、
Ｊ
Ａ
中
部
支
所
で
２
０
２
１
年
度
入

組
式
を
開
き
ま
し
た
。
新
採
用
・
中
途
採
用
職
員
や
Ｊ
Ａ
役

職
員
な
ど
約

20
人
が
出
席
。新
採
用
職
員
６
人
は
、福
吉
秀
一

組
合
長
か
ら
１
人
ず
つ
辞
令
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
中
央
経
済
課
に
配
属
が
決
ま
っ
た
島
本
光
希
職
員
（
22
）は

「
経
験
が
な
く
未
熟
な
点
も
多
い
が
、
社
会
人
と
し
て
成
長
を

重
ね
、
Ｊ
Ａ
と
農
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
。
」と
力
強
く
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。
福
吉
組
合
長
は
「
成
長
す
る
人
は
失
敗

を
恐
れ
な
い
。
分
か
ら
な
い
こ
と
は
し
っ
か
り
質
問
し
、
前
向

き
な
姿
勢
で
業
務
に
臨
ん
で
欲
し
い
。
」と
激
励
し
ま
し
た
。

　
新
採
用
職
員
は
入
組
式
後
、Ｊ
Ａ
に
関
す
る
研
修
を
受
け
、

５
日
に
各
部
署
へ
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

永田 拓也
たくやながた

①本所・購買部
　生活課 葬祭センター

②１日でも早く仕事に慣れ、職員として戦
力になれるよう努力してまいります。ご指導
ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

飯野 太介
だいすけいいの

①中央経済課
　(山川地区・販売)

②初めての事ばかりですが、先輩方か
ら教わったことを早く覚え、一日でも早
く信頼される社会人になりたいです。

池田 聡明
としあきいけだ

①本所・金融共済部
　金融課 融資渉外

②社会人として分からない事ばかりで
すが、仕事を早く覚え、信頼される職員
になるよう一生懸命頑張りたいです。

有馬 京佑
きょうすけありま

①本所・農産部
　茶業センター 営農指導

②初めての事ばかりで不安はありますが、
仕事を早く覚え、組合員・地域住民の方
から認められるよう一生懸命頑張ります。

番匠 夏代
なつよばんしょう

①えい中央支所
　（管理共済）

②ふれあい活動などを通して、沢山の
組合員の方 と々交流できるよう頑張りま
す。よろしくお願いいたします。

牧口 真奈美
まなみまきぐち

①えい中央支所
　（金融共済窓口）

②親切・丁寧・迅速な応対とあたたかい接
客を心がけ、組合員・地域住民の皆様から
選ばれる担当者になれるよう頑張ります。

佃 麻子
まこつくだ

①青戸支所
　（金融共済窓口）

②笑顔を絶やさず明るい接客に心が
け、組合員の気持ちに寄り添える職員に
なれるよう頑張っていきたいと思います。

遠矢 さとえ
とおや

①喜入支所
　(管理共済)

②組合員・地域住民の皆様が気持ち
よくＪＡを利用していただけるよう、笑
顔で頑張りたいと思います。

上村 李那
りなかみむら

①本所・山川統括
　(金融共済窓口)

②分からないことばかりで大変ですが、
仕事を早く覚え、周りから信頼していた
だける職員になれるよう頑張ります。

濵﨑　和斗

上篭　洋成

満永　陽児

津曲　秀人

田口　純弘

高田　文治

永谷　兼隆

平井　晃

吉永　睦志

下川　慎一

藤　寛徳

浜崎　義和

榎下　幸二

田原　秀幸

中川　美佐

福留　英樹

名　　　前 新 旧

本所・畜産部長

本所・購買部長　兼　いぶすき菜の花(株)　非常勤取締役

本所・農産部長　

本所・畜産部次長　兼　畜産指導課長

喜入支所　考査役　支所長

本所・農産部　販売課　考査役

本所・購買部　生活課長　兼　ＬＰガスセンター長　(開聞地区)

西部統括長　兼　えい中央支所長

東部経済課次長　(指宿地区)

中央経済課次長　(開聞地区)

西部経済課次長　(えい地区　販売)

本所・購買部　生活課　調査役　喜入給油所　所長

東部経済課　調査役　場長　(指宿地区　販売)

東部統括　調査役　融資　(中部支所駐在)

中部支所　調査役　管理共済

本所・畜産部次長

本所・購買部長

本所・農産部長　兼　営農課長

本所・畜産部　畜産指導課　考査役　課長

西部統括長　考査役　兼　えい中央支所長

本所・農産部　営農課　考査役

本所・購買部　生活課　調査役　ＬＰガスセンター長　(開聞地区)

喜入支所長

中央経済課次長　(開聞地区)

中央経済課　調査役　(開聞地区)

西部経済課　係長　(えい地区　販売)

本所・購買部　生活課　調査役　喜入給油所

東部経済課次長　(指宿地区)

西部経済課次長

本所・総合サポート室　調査役　生活担当

開聞中央支所　調査役　総合渉外・共済特化
本所・金融共済部　営業課　調査役
総合渉外・共済特化兼中央エリアトレーナー

東　善門

中村　光生

浜崎　義和

下川　慎一

本所・農産部　茶業センター　調査役

本所・購買部　生活課　調査役　喜入給油所　

中央経済課　調査役　(開聞地区)

えい中央支所　調査役　総合渉外・共済特化

えい中央支所　調査役　総合渉外・共済特化

喜入支所　調査役　総合渉外・共済特化

開聞中央支所　調査役　総合渉外・共済特化

本所・金融共済部　営業課　調査役　
総合渉外・共済特化兼西部エリアトレーナー

令和３年3月1日

令和3年4月1日
人事異動のお知らせ（管理職）

　
Ｊ
Ａ
は
3
月
31
日
、Ｊ
Ａ
本
所
で

定
年
退
職
者
を
送
る
会
を
開
き
ま

し
た
。
Ｊ
Ａ
役
職
員
が
、
定
年
退
職

す
る
上
山
行
幸
さ
ん
（
本
所
・
畜
産

部
）
と
松
崎
浩
幸
さ
ん
（
本
所
・
購

買
部
　
生
活
課
）
に
感
謝
状
と
花

束
を
手
渡
し
、
新
た
な
門
出
を
祝
い

ま
し
た
。
上
山
さ
ん
は
「
41
年
間
、
畜

産
一
筋
で
働
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。Ｊ

Ａ
が
農
家
の
拠
り
所
に
な
る
よ
う
、

自
信
と
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
」と
職
員
を

激
励
し
ま
し
た
。
福
吉
組
合
長
は

「
自
分
の
同
級
生
が
定
年
を
迎
え
、

感
無
量
だ
。
昭
和
、
平
成
、
令
和
を

生
き
抜
い
た
彼
ら
の
新
た
な
門
出

を
祝
い
た
い
。
」と
祝
福
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
役
職
員
が

定
年
退
職
者
を
送
る

定年退職した上山さん（手前中央）、
松崎さん（手前左から２番目）を見送るＪＡ役職員

2021年度

新採用・中
途採用

職員紹介

①所属先 ②抱負

４月１日に入組した新採用・中途採用職員
11人を紹介します。
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島本 光希
こうきしまもと

①中央経済課
　(山川地区 営農指導)

②組合員の方 と々ふれあいながら仕事を
早く覚え、少しでも早く皆さんの期待に応
えられるよう日々 精進していきたいです。

長岡 美緒
みおながおか

①中部支所
　(金融共済窓口)

②慣れないことばかりですが、仕事を
早く覚え、笑顔で頑張っていきたいと
思います。



「
失
敗
恐
れ
ず
前
向
き
に
」・

Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
で
入
組
式

　
Ｊ
Ａ
は
４
月
１
日
、
Ｊ
Ａ
中
部
支
所
で
２
０
２
１
年
度
入

組
式
を
開
き
ま
し
た
。
新
採
用
・
中
途
採
用
職
員
や
Ｊ
Ａ
役

職
員
な
ど
約

20
人
が
出
席
。新
採
用
職
員
６
人
は
、福
吉
秀
一

組
合
長
か
ら
１
人
ず
つ
辞
令
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
中
央
経
済
課
に
配
属
が
決
ま
っ
た
島
本
光
希
職
員
（
22
）は

「
経
験
が
な
く
未
熟
な
点
も
多
い
が
、
社
会
人
と
し
て
成
長
を

重
ね
、
Ｊ
Ａ
と
農
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
。
」と
力
強
く
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。
福
吉
組
合
長
は
「
成
長
す
る
人
は
失
敗

を
恐
れ
な
い
。
分
か
ら
な
い
こ
と
は
し
っ
か
り
質
問
し
、
前
向

き
な
姿
勢
で
業
務
に
臨
ん
で
欲
し
い
。
」と
激
励
し
ま
し
た
。

　
新
採
用
職
員
は
入
組
式
後
、Ｊ
Ａ
に
関
す
る
研
修
を
受
け
、

５
日
に
各
部
署
へ
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

永田 拓也
たくやながた

①本所・購買部
　生活課 葬祭センター

②１日でも早く仕事に慣れ、職員として戦
力になれるよう努力してまいります。ご指導
ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

飯野 太介
だいすけいいの

①中央経済課
　(山川地区・販売)

②初めての事ばかりですが、先輩方か
ら教わったことを早く覚え、一日でも早
く信頼される社会人になりたいです。

池田 聡明
としあきいけだ

①本所・金融共済部
　金融課 融資渉外

②社会人として分からない事ばかりで
すが、仕事を早く覚え、信頼される職員
になるよう一生懸命頑張りたいです。

有馬 京佑
きょうすけありま

①本所・農産部
　茶業センター 営農指導

②初めての事ばかりで不安はありますが、
仕事を早く覚え、組合員・地域住民の方
から認められるよう一生懸命頑張ります。

番匠 夏代
なつよばんしょう

①えい中央支所
　（管理共済）

②ふれあい活動などを通して、沢山の
組合員の方 と々交流できるよう頑張りま
す。よろしくお願いいたします。

牧口 真奈美
まなみまきぐち

①えい中央支所
　（金融共済窓口）

②親切・丁寧・迅速な応対とあたたかい接
客を心がけ、組合員・地域住民の皆様から
選ばれる担当者になれるよう頑張ります。

佃 麻子
まこつくだ

①青戸支所
　（金融共済窓口）

②笑顔を絶やさず明るい接客に心が
け、組合員の気持ちに寄り添える職員に
なれるよう頑張っていきたいと思います。

遠矢 さとえ
とおや

①喜入支所
　(管理共済)

②組合員・地域住民の皆様が気持ち
よくＪＡを利用していただけるよう、笑
顔で頑張りたいと思います。

上村 李那
りなかみむら

①本所・山川統括
　(金融共済窓口)

②分からないことばかりで大変ですが、
仕事を早く覚え、周りから信頼していた
だける職員になれるよう頑張ります。

濵﨑　和斗

上篭　洋成

満永　陽児

津曲　秀人

田口　純弘

高田　文治

永谷　兼隆

平井　晃

吉永　睦志

下川　慎一

藤　寛徳

浜崎　義和

榎下　幸二

田原　秀幸

中川　美佐

福留　英樹

名　　　前 新 旧

本所・畜産部長

本所・購買部長　兼　いぶすき菜の花(株)　非常勤取締役

本所・農産部長　

本所・畜産部次長　兼　畜産指導課長

喜入支所　考査役　支所長

本所・農産部　販売課　考査役

本所・購買部　生活課長　兼　ＬＰガスセンター長　(開聞地区)

西部統括長　兼　えい中央支所長

東部経済課次長　(指宿地区)

中央経済課次長　(開聞地区)

西部経済課次長　(えい地区　販売)

本所・購買部　生活課　調査役　喜入給油所　所長

東部経済課　調査役　場長　(指宿地区　販売)

東部統括　調査役　融資　(中部支所駐在)

中部支所　調査役　管理共済

本所・畜産部次長

本所・購買部長

本所・農産部長　兼　営農課長

本所・畜産部　畜産指導課　考査役　課長

西部統括長　考査役　兼　えい中央支所長

本所・農産部　営農課　考査役

本所・購買部　生活課　調査役　ＬＰガスセンター長　(開聞地区)

喜入支所長

中央経済課次長　(開聞地区)

中央経済課　調査役　(開聞地区)

西部経済課　係長　(えい地区　販売)

本所・購買部　生活課　調査役　喜入給油所

東部経済課次長　(指宿地区)

西部経済課次長

本所・総合サポート室　調査役　生活担当

開聞中央支所　調査役　総合渉外・共済特化
本所・金融共済部　営業課　調査役
総合渉外・共済特化兼中央エリアトレーナー

東　善門

中村　光生

浜崎　義和

下川　慎一

本所・農産部　茶業センター　調査役

本所・購買部　生活課　調査役　喜入給油所　

中央経済課　調査役　(開聞地区)

えい中央支所　調査役　総合渉外・共済特化

えい中央支所　調査役　総合渉外・共済特化

喜入支所　調査役　総合渉外・共済特化

開聞中央支所　調査役　総合渉外・共済特化

本所・金融共済部　営業課　調査役　
総合渉外・共済特化兼西部エリアトレーナー

令和３年3月1日

令和3年4月1日
人事異動のお知らせ（管理職）

　
Ｊ
Ａ
は
3
月
31
日
、Ｊ
Ａ
本
所
で

定
年
退
職
者
を
送
る
会
を
開
き
ま

し
た
。
Ｊ
Ａ
役
職
員
が
、
定
年
退
職

す
る
上
山
行
幸
さ
ん
（
本
所
・
畜
産

部
）
と
松
崎
浩
幸
さ
ん
（
本
所
・
購

買
部
　
生
活
課
）
に
感
謝
状
と
花

束
を
手
渡
し
、
新
た
な
門
出
を
祝
い

ま
し
た
。
上
山
さ
ん
は
「
41
年
間
、
畜

産
一
筋
で
働
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。Ｊ

Ａ
が
農
家
の
拠
り
所
に
な
る
よ
う
、

自
信
と
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
」と
職
員
を

激
励
し
ま
し
た
。
福
吉
組
合
長
は

「
自
分
の
同
級
生
が
定
年
を
迎
え
、

感
無
量
だ
。
昭
和
、
平
成
、
令
和
を

生
き
抜
い
た
彼
ら
の
新
た
な
門
出

を
祝
い
た
い
。
」と
祝
福
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
役
職
員
が

定
年
退
職
者
を
送
る

定年退職した上山さん（手前中央）、
松崎さん（手前左から２番目）を見送るＪＡ役職員

2021年度

新採用・中
途採用

職員紹介

①所属先 ②抱負

４月１日に入組した新採用・中途採用職員
11人を紹介します。
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島本 光希
こうきしまもと

①中央経済課
　(山川地区 営農指導)

②組合員の方 と々ふれあいながら仕事を
早く覚え、少しでも早く皆さんの期待に応
えられるよう日々 精進していきたいです。

長岡 美緒
みおながおか

①中部支所
　(金融共済窓口)

②慣れないことばかりですが、仕事を
早く覚え、笑顔で頑張っていきたいと
思います。



県
域
を
ま
た
ぐ

大
き
な
旅
行
は

未
だ
難
し
い
状

況
で
す

が
、
今

年
は
新
た
な
生

活
様
式
を
取
り

入

れ
、
様

々

な

イ
ベ
ン
ト
が
復
活

し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
広

報

担

当

と

し
て
、
地

域

の
元
気
を
発
信

で
き
る
よ
う
頑

張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

「
農
家
に
訊
く
」

で
特
集
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
桑

鶴
さ
ん
と
ご
家

族
、
技

能

実

習

生
の
方
で
一
緒
に

撮
影
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ご
多
忙
の
中
皆

さ
ん
が
時
間
を

合
わ
せ
、
集
ま
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
本

当

に
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

表紙
の
写真

社会保険労務士の飯伏純也先生が、みなさまの年金受給の手続きや年金に関する相談に親切丁寧にお答えします。
これから年金をお受け取りになる方や、年金について更に詳しくお知りになりたい方など、お気軽にご相談下さい。

2021年

開催無 料 年 金 相 談 会

5月21日（金）

6月18日（金）

7月16日（金）

8月 6 日（金)

10月20日（水）

12月17日（金）

中部支所

本所（山川統括）

開聞中央支所

南部支所

えい中央支所

喜入支所

10:00 ～ 15:00

10:00 ～ 15:00

10:00 ～ 15:00

10:00 ～ 15:00

10:00 ～ 15:00

10:00 ～ 15:00

開催日 場所 時間

□わたしは年金を受給できる資格はありますか？

□わたしの年金はいつからもらえるの？

□年金はいくらもらえるの？

□退職後は厚生年金と失業給付どちらが得なの？

□勤めながら年金はもらえるの？

□年金の請求手続きにはどんな書類が必要なの？

こんな質問はございませんか？

申し込みにつきましては受付順となりますので、定員になり次第締め切らせて頂きます。
また、日程が変更になる場合もございます。詳しくは最寄りの支所へお問い合わせ下さい。

・山川統括　　　(0993)-35-3412　・喜入支所　　　(099)-345-1211　　・中部支所　　　(0993)-25-4211

・南部支所　　　(0993)-22-3636　・開聞中央支所　(0993)-32-3131　　・えい中央支所　 (0993)-36-1131

・青戸支所　　　(0993)-39-0111　・本所（金融課）    (0993)-35-3595

ＪＡいぶすき年金友の会・ＪＡいぶすき

※昼食:12:00 ～ 13:00

お
く
や
み
（
敬
称
略
）

（
令
和
3
年
3
月
１
日
〜
3
月
31
日
）

﹇
喜
入
﹈ 

栗
　
脇
　
　
　
磐
（
95
）

﹇
指
宿
﹈ 

上
　
村
　
維
久
子
（
84
）

　
　
　 

下
　
吉
　
ヱ
イ
子
（
78
）

﹇
山
川
﹈ 

木
　
下
　
久
　
人（
82
）

　
　
　 

新
　
村
　
重
　
則
（
84
）

　
　
　 

新
　
村
　
ス
ミ
子
（
93
）

　
　
　 

鶴
　
窪
　
フ
サ
子
（
94
）

　
　
　 

福
　
﨑
　
純
　
彦
（
95
）

﹇
開
聞
﹈ 

下
　
吉
　
道
　
男
（
95
）

　
　
　 

中
　
野
　
フ
ミ
ヱ
（
103
）

　
　
　 

物
　
袋
　
テ
　
ル
（
91
）

﹇
え
い
﹈ 

下
　
野
　
オ
ワ
イ
（
95
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
承
諾
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
）
。

お
問
い
合
せ
は
・・・

ル
ミ
エ
ー
ル
喜
入
斎
場
（
0
9
9
）
3
4
3‒

5
0
7
7

ル
ミ
エ
ー
ル
指
宿
斎
場
（
0
9
9
3
）
2
4‒

5
3
3
2

ル
ミ
エ
ー
ル
山
川
斎
場
（
0
9
9
3
）
3
4‒

0
2
4
4

ル
ミ
エ
ー
ル
開
聞
斎
場
（
0
9
9
3
）
3
2‒

4
2
2
2

ル
ミ
エ
ー
ル
え
い
斎
場
（
0
9
9
3
）
3
6‒

1
2
3
4

感
動
の
人
柄
葬
を
真
心
こ
め
て
お
手
伝
い

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
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IBUSUKI TOPIC

川
口
　
節
子

一.

亡
き
友
の
娘
に「
節
ち
ゃ
ん
」と
呼
ば
れ
い
て

　
　
　
　
　
　
声
に
在
り
し
日
の
面
影
が
顕
つ

川
畑
　
信
子

二.

い
じ
め
に
て
命
絶
た
れ
し
高
一の

　
　
　
　
　
　
希
望
奪
わ
る
る
世
相
出
す
ま
じ

辰
野
　
千
鶴
子

三.

ポ
ケ
ッ
ト
に
鍵
は
重
た
く
位
置
を
占
め

　
　
　
　
　
　
自
在
と
孤
独
ふ
り
合
い
て
鳴
る

竹
下
　
玲
子

四.

一
人
身
の
友
と
老
後
の
く
さ
ぐ
さ
を

　
　
　
　
　
　
紅
茶
飲
み
つ
つ
語
ら
い
尽
き
ぬ

川
口
　
節
子

五.

瑞
み
ず
し
苺
一
粒
手
の
ひ
ら
に

　
　
　
　
　
　
卒
寿
に
足
り
る
倖
せ
が
乗
る

西
牟
田
　
多
美
子

六.

農
一
途
に
は
げ
み
し
母
の
忌
を
終
え
て

　
　
　
　
　
　
今
朝
は
春
の
花
苗
を
植
ゆ

萩
原
　
和
代

七.
ウ
グ
イ
ス
の
初
音
聞
こ
え
る
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室
の

　
　
　
　
　
　
脳
ト
レ
に
わ
れ
の
耳
奪
わ
る
る

日
高
　
禎
子

八.

春
の
花
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年
の
胎
内
を

吹
き
抜
け
て
い
ま
満
面
の
さ
く
ら

柚
木
﨑
　
イ
ツ
子

九.

挿
し
木
終
え
並
ぶ
万
鉢
の
カ
ポ
ッ
ク
を

観
察
し
つ
つ
芽
吹
き
待
ち
わ
ぶ

吉
田
　
知
佐
子

十
．庭
先
の
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
咲
き
満
ち
て

弥
生
の
月
に
生
れ
し
を
嬉
し
む

吉
永
　
多
美
子

十
一
．普
遍
な
る
美
に
年
々
の
わ
が
悲
喜
を

曳
き
つ
つ
吹
雪
く
桜
は
な
び
ら

片
野
田
　
健
一

十
二
．定
期
日
の
診
察
終
え
て「
異
常
な
く
」
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れ
て
帰
宅
に
足
の
軽
や
か

片
野
田
　
道
子

十
三
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ロ
ナ
禍
に
老
い
の
集
い
を
奪
わ
れ
て

近
場
に
浴
び
る
桜
は
な
び
ら

い
ぶ
す
き
短
歌
会

令和３年４月歌会詠草

○
第
２８
回
通
常
総
代
会
の
お
知
ら
せ

第
２８
回
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
通
常
総
代
会
を
５
月
２５
日

（
火
）
、
指
宿
市
の
指
宿
市
民
会
館
で
開
催
い
た
し
ま

す
。
総
代
会
は
、
組
合
員
の
代
表
で
あ
る
総
代
の
皆
様

が
出
席
し
、
令
和
２
年
度
の
事
業
報
告
・
令
和
３
年

度
の
事
業
計
画
な
ど
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
す
。



県
域
を
ま
た
ぐ

大
き
な
旅
行
は

未
だ
難
し
い
状

況
で
す

が
、
今

年
は
新
た
な
生

活
様
式
を
取
り

入

れ
、
様

々

な

イ
ベ
ン
ト
が
復
活

し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
広

報

担

当

と

し
て
、
地

域

の
元
気
を
発
信

で
き
る
よ
う
頑

張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

「
農
家
に
訊
く
」

で
特
集
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
桑

鶴
さ
ん
と
ご
家

族
、
技

能

実

習

生
の
方
で
一
緒
に

撮
影
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ご
多
忙
の
中
皆

さ
ん
が
時
間
を

合
わ
せ
、
集
ま
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
本

当

に
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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写真
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社会保険労務士の飯伏純也先生が、みなさまの年金受給の手続きや年金に関する相談に親切丁寧にお答えします。
これから年金をお受け取りになる方や、年金について更に詳しくお知りになりたい方など、お気軽にご相談下さい。

2021年

開催無 料 年 金 相 談 会

5月21日（金）

6月18日（金）

7月16日（金）

8月 6 日（金)

10月20日（水）

12月17日（金）

中部支所

本所（山川統括）

開聞中央支所

南部支所

えい中央支所

喜入支所

10:00 ～ 15:00

10:00 ～ 15:00

10:00 ～ 15:00

10:00 ～ 15:00

10:00 ～ 15:00

10:00 ～ 15:00

開催日 場所 時間

□わたしは年金を受給できる資格はありますか？

□わたしの年金はいつからもらえるの？

□年金はいくらもらえるの？

□退職後は厚生年金と失業給付どちらが得なの？

□勤めながら年金はもらえるの？

□年金の請求手続きにはどんな書類が必要なの？

こんな質問はございませんか？

申し込みにつきましては受付順となりますので、定員になり次第締め切らせて頂きます。
また、日程が変更になる場合もございます。詳しくは最寄りの支所へお問い合わせ下さい。

・山川統括　　　(0993)-35-3412　・喜入支所　　　(099)-345-1211　　・中部支所　　　(0993)-25-4211

・南部支所　　　(0993)-22-3636　・開聞中央支所　(0993)-32-3131　　・えい中央支所　 (0993)-36-1131

・青戸支所　　　(0993)-39-0111　・本所（金融課）    (0993)-35-3595

ＪＡいぶすき年金友の会・ＪＡいぶすき

※昼食:12:00 ～ 13:00

お
く
や
み
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敬
称
略
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令
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3
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﹇
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鶴
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﨑
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。
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SDGsとJA
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HPは
こちら
から!

オススメ
農機紹介！

農機具センターから

今回紹介するの
は、ヤンマーの

ＹＫ―ＳＫシリー
ズ！

YK650SK-D

YK300SK

今回は、畑の管理に最適な管理機を紹介します。この機種は、用途に合わせてアタッチメン

トを取り替えることで、畦立や中耕、溝掘り、揚土などあらゆる作業を簡単に行うことが出来

ます。家庭菜園からプロの野菜づくりにも対応する、「本格」うね立てマルチ作業機械です。

農作業に合わせた爪やアタッチメントが各種ございますので、ご購入の際は最寄のＪＡ農機

具センターへご相談下さい。東部ブロック農機

桑 鶴　一 豊

私が紹介します!!

指宿市山川小川５７７ 受付時間 8:30～17:00
農機具センター ☎0993-23-1016

JAいぶすきJAいぶすき

オ
ク
ラ
ス
タ
ー
を

よ
ろ
し
く
!

編
集

2
6
5

地域農家との交流でノウハウを蓄積


